
令和２年度 学校経営計画に対する最終評価報告書                       石川県立田鶴浜高等学校 

重点目標 具体的取組 実現状況の達成度判断基準 集計結果 分析（成果と課題）及び次年度の取り組み（改善策など） 
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不断の授業改

善により、生徒

の主体的な学

びを高め、３年

間・５年間を見

通した学力・技

術の向上を図

るとともに、国

家試験全員合

格を目指す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①  「主体的・対話的

で深い学び」の視

点に立った授業改

善を行うことによ

り、思考力・判断

力・表現力の向上

を図る。 

「先生は、考えたり、文字や発

言等で表現したりする機会を設

けている」 と評価した生徒の割

合が 

Ａ ８５％以上 

Ｂ ８０％以上 

Ｃ ７５％以上 

Ｄ ７５％未満 である。 

 

 

 １年生 ７１．７％ 

 ２年生 ８５．０％ 

 ３年生 ９０．８％ 

 専攻科  ８３．１％ 

 全  校  ８２．２％  

      

     Ｂ 

全校の肯定評価は中間評価と同数だった。１・３年生で肯

定評価が増加した。感染症対策を講じながら、ペア・グルー

プ活動等で思考した内容を表現する場面を取り入れた。  

今後、主体的・対話的で深い学びに繋がる課題解決型の学

習やＩＣＴの活用を一層推進し、思考力・判断力・表現力の

向上を図る。 

②  協働して課題の解

決などに取り組む

学習活動を通して

自ら学ぶ意欲を高

める。 

「自分の考えを文字や発言で表

現したり、他者の意見をしっか

り聞いたりしている」 と評価し

た生徒の割合が 

Ａ ８５％以上 

Ｂ ８０％以上 

Ｃ ７５％以上 

Ｄ ７５％未満 である。 

 

 表現 聞く 

１年生 64.5% 92.1% 

２年生 75.8% 98.5% 

３年生 71.1% 96.1% 

専攻科 67.9% 96.1% 

全 校 69.6% 95.6% 

評 価 Ｄ Ａ 

                   

「自分の考えを表現している」の全校の肯定評価は中間評価

と比較し 2.3％増加した。特に、３年生・専攻科生が増加し

ている。病院実習・介護実習での経験や既存の知識を活用し

思考を深める、ペア・グループ活動、発表の場面を取り入れ

た。 

また、「他者の意見をしっかり聞いている」の全校の肯定

評価は中間評価と比較し 2.1％減少した。今後、ペア・グル

ープなどで協働して課題解決を図る機会を適切に設定する

とともに、Ｄ評価である表現についての改善策として、他者

によりわかりやすく伝える表現方法を指導していく。 

③ 専門教科の知識・技

術の確実な定着を

図るため、目標レベ

ルに達するまで補

習・個別指導を実施

する。 

 

【衛生看護科】〈本科〉 

偏差値４０未満の生徒数が 

Ａ ０人 

Ｂ ２人 

Ｃ ４人 

Ｄ ５人以上   である。 

 

＜１年生＞ 

０人  Ａ 

 

 

 

 

＜２年生＞ 

＜１年生＞ 

 五年一貫校看護模試の結果は、全国１位／28 校(1,068 名)

学校偏差値 60.3 であった。個人順位については、クラス内

での成績に開きがある。今後も個々に応じた学習課題を設定

し、更なる学力の向上に努める。 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜専攻科＞ 

偏差値４０未満の生徒数が 

Ａ ０人 

Ｂ １人 

Ｃ ２人 

Ｄ ３人以上   である。 

 

 

 

０人  Ａ 

 

 

 

 

 

＜３年生＞ 

  ０人  Ａ 

 

 

 

 

＜専攻科１年＞ 

  ０人  Ａ 

 

 

 

 

＜専攻科２年＞ 

  １人  Ｂ 

＜２年生＞ 

 五年一貫校看護模試の結果は、全国１位／32 校(1,187 名) 

学校偏差値 62.4 であった。個人については、クラス内での

成績に開きがある。今後も個々に応じた学習課題を設定し、

更なる学力の向上に努める。 

 

＜３年生＞ 

 全国専門基礎「①人体の構造と機能」「②疾病の成り立ち

と回復の過程」の模試の結果、総合 98 校中（5,708 名）学

校順位 5 位であった。また、①の偏差値は 62.7、②の偏差

値は54.3でありいずれも偏差値40を下回る生徒はいなかっ

た。 

 

＜専１年＞看護模試（基礎力模試：１月実施）      

総合偏差値 66.7（人体 68.2、病態 65.2、基礎看護 58.3）、 

偏差値 40 未満の生徒 0 人、40 台が 4 人。概ね、基礎・基 

本的な知識の定着がみられる。事例演習や臨地実習を重ね 

知識・技術を活用させ臨床判断力を高めていく。 

 

＜専２年＞看護模試（１月実施）             

総合偏差値 54.5、偏差値 40 未満の生徒 1 人。確実な模試 

の見直し、グループ学習、全体・個別補習による弱点補強

等、国家試験基準内容の定着に全員に向けトレーニングを

重ねた。2 月の国家試験に全員合格した。偏差値４０未満

の生徒１人については、早期の段階から苦手分野を洗い出

してその弱点を克服していく。 

 



 

学校関係者評価委員会の評価 

評価の仕方として肯定評価のＡＢを色分けすると本当の意味での評価が見えやすい。後半は 4 段階評価で見やすくなった。 

評価項目が固定化されている。教員でなく生徒が評価したい項目に変える検討も。コロナ禍での国家試験の取り組み心配。 

学校関係者評価委員会の評価 

結果を踏まえた今後の改善方策 

 

国家試験に向け、より力をつけられる模試の実施、生徒の力の底上げをする。Ｗｉ－Ｆｉ環境などが整うので、ＩＣＴを活用し 

学習効果向上を図る。 

 

 

④ ＜１、２年生＞ 

毎日の課題をチェ

ックすることで、

家庭学習を習慣化

する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜３年生＞ 

分野ごとの小テス

トや個別指導を実

施し、専門知識の

確実な定着を図

る。 

【健康福祉科】＜１、２年生＞ 

毎日の課題を提出する生徒の割

合が 

Ａ  １００％ 

Ｂ  ９５％以上 

Ｃ  ９０％以上 

Ｄ  ９０％未満   である。 

 

 

 

 

 

 

＜３年生＞ 

国家試験演習及び国家試験の

個々の得点率 65％以上の生徒の

割合が 

Ａ  １００％ 

Ｂ  ９５％以上 

Ｃ  ９０％以上 

Ｄ  ９０％未満   である。 

 

＜１年生＞ 

毎日の課題を提出する生

徒の割合が 

 

９８．０％ Ｂ 

 

 

＜２年生＞ 

毎日の課題を提出する生

徒の割合が 

 

９９．４％ Ｂ 

 

＜３年生＞ 

国家試験演習及び国家試

験の個々の得点率 65％

以上の生徒の割合が 

 

１００％ Ａ 

＜１年生＞ 

中間評価では９０％とＣ評価であったが、現在はほとんど

の生徒が課題を提出している。課題をすること＝学習習慣の

定着であり、その必要性を理解してきたことによる結果であ

る。今後も進路を意識させながら、先を見通した学習の必要

性について説明し、学習習慣の定着を図っていく。 

 

＜２年生＞ 

中間評価では 99.3％でＢ評価であった。今回 0.1 ポイン

トアップしており、家庭学習が習慣化してきている。今後も

学習習慣が継続し充実するように、学習内容を検討しながら

学力の向上を目指していく。 

 

＜３年生＞ 

１月の演習では 78.9％であった。問題文や事例文をしっ

かりと読んでいないことによる結果であったため、１月から

の不得意分野別グループ補習では、一人ひとりの知識の定着

と文をしっかりと読む習慣づけを行った。その結果、介護福

祉士国家試験全員合格を果たした。今後も演習後の分析に基

づく対策を立てた学習を進めていくことにより、全員合格を

継続していく。 



重点目標 具体的取組 実現状況の達成度判断基準 集計結果 分析（成果と課題）及び次年度の取り組み（改善策など） 
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本校の学びを

通して、看護

師・介護福祉士

に求められる

健康な心身と 

コミュニケー

ション力の育

成を図る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①  「田鶴浜高校いじ

め防止基本方針」

に基づいて、いじ

めのない学校作り

を推進する。 

生徒アンケートで「互いの人格

を尊重し、いじめを絶対に許さ

ないという意識」について「大

いに高まった」と「高まった」

の回答が 

Ａ ９５％以上 

Ｂ ８５％以上 

Ｃ ７５％以上 

Ｄ ７５％未満   である。 

 

冬休み明けアンケートの

結果「いじめを許さない

意識」が「大いに高まっ

た」と「高まった」の回

答は 

大いに高まった 54.5％

高まった    39.6％ 

 

９４．３％ Ｂ 

「意識が高まったのはどのような時か」の質問に授業（128

人）、講演会（49人）、実習（38人）学年集会（18人）が挙

げられた。「意識が高まらなかった」理由には「身近にいじ

めがない」「いじめを考える機会がなかった」「意識は元から

高い」の回答があり、「いじめのない環境」が日頃の教育活

動によって作られていることが分かる。今後も「いじめを許

さない意識」を考えさせ、ネット上の見えないいじめにも注

意し、いじめの撲滅を図る。今年度はコロナ禍のニュースを

通していじめを考える機会を得たという回答もあった。 

② 立ち止まって丁寧

に挨拶をすること

ができるよう継続

指導する。 

 

保護者アンケートで「立ち止ま

って挨拶している」の回答が 

 

Ａ ９０％以上 

Ｂ ８０％以上 

Ｃ ７０％以上 

Ｄ ７０％未満   である。 

 

１２月の保護者アンケー

トの結果「立ち止まって

挨拶ができている」の回

答の割合は 

 

８２．５％ Ｂ 

 新型コロナウイルスによる年度当初の休校により１年生

への挨拶指導が後手となった。これまでは４月から２、３年

生が範を示すことにより立ち止まっての挨拶が実践されて

いた。２学期以降は生徒会執行部の呼びかけもあり改善が見

られた。今後も生徒自身に自覚をもった身なりや振る舞いを

するように考えさせ、全員が誇りをもって立ち止まっての 

挨拶が積極的にできるよう指導していく。 

③ 自発的な部活動に

するため時間管理

能力の向上、コミ

ュニケーション力

の向上を図る。 

アンケートにて「活動日にはほ

ぼ参加できた（時間を区切り参

加した場合も可）」と回答した生

徒の割合が 

 

Ａ ９０％以上 

Ｂ ８５％以上 

Ｃ ７５％以上 

Ｄ ７５％未満   である。 

ほとんど参加できたと答

えた割合が、９０％以上

であった。 

 

 Ａ 

Ａ評価であり、一定の成果は上げることができた。しかし時

期により実技試験や行事などにより参加率の低い時期があ

ることは否めない。生徒会を通じて啓発活動を行うことも、

実際には難しかった。今年度はコロナウイルスによる休校期

間もあり、例年に増して慌ただしかった。次年度継続するこ

とを考えれば、部活動活性化のために施策を考える必要があ

る。 



 ④ 心身が健全で粘り

強い生徒の育成を

目指し授業、部活

動、学校行事等を

通し５分間走、全

力走を行う。 

 

秋の記録が春より向上している

生徒が 

 

Ａ ８０％以上 

Ｂ ７０％以上 

Ｃ ６０％以上 

Ｄ ６０％未満   である。 

２１６名中１６４名が春

より記録が向上した。  

  

７６％ Ｂ 

新型コロナにより実質６月から学校が開始し、体力の低下・

暑さの始まり・５分間走の授業でのウエイトを考え、３分間

走に変更を余儀なくされた。しかし生徒は体力向上の必要性

を感じ、全ての生徒というわけにはいかないが意欲的に取り

組んでいた。まだ１年目なので来年度も取り組んでいきた

い。 

 

学校関係者評価委員会の評価 

生徒が５列ほどに広がって通学したり、挨拶しなかったりする生徒がみられ、昨年度と比べ気になる。 

先生方の指導努力は見えて、ありがたい。 

学校関係者評価委員会の評価 

結果を踏まえた今後の改善方策 

 

看護・福祉の心を育てる指導は継続する。キャリアパスポートを利用し、将来を見据え目的意識をもって学ぶ生徒を支援していく。 
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本校の特色あ

る教育活動や、

地域の医療・福

祉を支える人

材の必要性等

の広報に努め、

志願者の増加

を図る。 

 

 

①  体験入学、学校説

明会の内容を充実

させるとともに情

報誌やホームペー

ジなどを活用し本

校の教育活動とそ

の成果の広報を強

化する。 

 

 

一般入試の志願倍率（学校倍率）

が１．１０倍を 

 

Ａ 上回った。 

Ｂ 同程度だった。 

Ｃ 下回った。 

Ｄ 大きく下回った。 

 

衛生看護科  １．４３倍 

健康福祉科  ０．６３倍       

１．０２倍 

 

Ｃ  

衛生看護科は高倍率を維持、健康福祉科は昨年度と比較し

０．１倍増加したが、定員を満たすことができなかった。 

新型コロナウイルス感染症への対応に奮闘する看護師・介

護福祉士の姿や専門職としてのやりがいなどを伝えた。ま

た、本校が地域の医療・福祉に貢献する人材を育成している

点を説明した。 

本校での学びや生徒の生き生きとした様子が伝わるよう

に、ホームページ、各種説明会の説明内容の充実を図る。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 体験入学、学校説

明会、出前授業、

生徒の母校訪問な

どを通して、衛生

看護科の魅力を発

信する。 

 

体験者アンケートで「５年一貫

教育での看護師養成の関心が高

まった」の回答が 

 

Ａ ９０％以上 

Ｂ ８０％以上 

Ｃ ７０％以上 

Ｄ ７０％未満  である。 

学校説明会（１１月） 

 

 

１００％ Ａ 

 １１月に中学生及び保護者対象に学校説明会を実施した

結果、参加者 151名中、大変理解が深まった 130名（86.1％）、

だいたい理解が深まった 21名（13.9％）であった。 

 今年度は、行事等がなく、地区説明会のみのアンケート結

果となった。今後は、５年一貫教育における看護師養成の魅

力について様々な方法を検討し積極的に発信していく。 

③ 出前授業や地域と

の交流会・講習会

を通して、健康福

祉科に対する理解

を深める。 

健康福祉科に対する理解が深まっ

たという人数の割合が 

Ａ １００％ 

Ｂ  ９０％以上 

Ｃ  ８０％以上 

Ｄ   ８０％未満 である。 

健康福祉科に対する理解

が深まったという人数の割

合が 

 

 １００％ Ａ 

今年度は、新型コロナウイルス感染症の影響で出前授業や

地域交流がない状態が続いたが、１２月と１月にそれぞれ１

校の出前授業の依頼があり実施した。２校９６名の小学生の

全員から出前授業により健康福祉科に対する理解が深まっ

たとの回答を得た。今後、外部との交流状況がわからないた

め、接触がない状態での田鶴浜高校（健康福祉科）のアピー

ル方法についても検討し、進めていく。 

 

学校関係者評価委員会の評価 

 

我々の生活になくてはならない職種を育てる学校である。女子寮はあるが、男子に関して県に要望を。志願者の増加を図るためにも

地元でも支えたいと思い、町会で下宿などのお世話を検討している。 

医療従事者へのメッセージ記事のように本校の更なる魅力発信を。 

学校関係者評価委員会の評価 

結果を踏まえた今後の改善方策 

 

寮に関して県には引き続き要望していく。メディアの活用、地域への回覧板など、あらゆる方法を用い、本校の魅力を発信していく。

コロナ禍で出前授業などは実施しにくい状況が予想されるが、オンライン、タブレット等を利用した交流を考える。 
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教職員の業務

改善の意識を

高め、多忙化の

解消に努める。 

 

 

 

 

 

① 時間外勤務を減少

させるため、業務

分担の適正化を図

る。 

具体の取組を積極的に進め、一月

あたりの時間外勤務時間が４５

時間未満の教員の割合が、 

Ａ  ７０％以上 

Ｂ  ６０％以上 

Ｃ  ５０％以上 

Ｄ   ５０％未満  である。 

 

一月あたりの時間外勤務

時間が４５時間未満の教

員の割合が、 

 

７０．６％ Ａ 

４月、５月が臨時休業であったことや、いくつかの大会や行

事の開催が中止または規模を縮小しての開催、オンライン開

催になったことで、全体として時間外勤務が減少し、このよ

うな結果となった。今後は、時間外勤務減少に対する教員の

意識改革がさらに進むようにする。 

 

学校関係者評価委員会の評価 

国家試験に向けた丁寧な支援ありがたい、先生方の頑張りを激励したい。それが超過勤務に繋がるのは心配。 

学校関係者評価委員会の評価 

結果を踏まえた今後の改善方策 

今年度は、休校と行事や生徒の大会試合の中止で引率等がなく、超過勤務時間は減っている。 

業務改善を見つめ直していく。 

 


